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異文化間コミュニケーション学 
会⾧ 守﨑 誠一（関西大学） 

私の専門は異文化間コミュニケーション学で、勤務する大学のホームページでもそのように紹介をされて

いますが、初めて会う人に専門の話をすると「それは、どのようなことを研究する学問なのですか？」とい

った質問をされることが少なくありません。その背景には、異文化間コミュニケーション学という学問が、

まだまだ多くの人に知られていないという事実があります。 

 本学会の会員の皆様にとっては既知のことだと思いますが、異文化間コミュニケーション学は 1960 年

代のアメリカで生まれた比較的若い学問領域です。研究が始まったころ、“異文化間コミュニケーション学

者”は当然のことながらまだおらず、その担い手となったのは文化人類学者でした。そのような第 1 世代の

研究者の一人にミネソタ大学のウィリアム・S・ハウエル（William S. Howell）がいます。ハウエルは、異

文化トレーニングの開発・実践とその理論化を押し進めるとともに、多くのすぐれた研究者を育てたこと

で知られています。私の先生の世代の研究者の中には、ハウエルの指導を受けてミネソタ大学で博士号を

得た第 2 世代の研究者がたくさんいます。その中には、西山和夫先生（元ハワイ大学教授）や久米昭元先

生（元立教大学教授）、西田司先生（元日本大学教授）などの日本人研究者も含まれています。ハウエルは

文化人類学者でしたが、そのような第 2 世代の研究者は、先生は文化人類学者であったが、自身は異文化

間コミュニケーション学で学位を得た最初の世代となりました。ちなみに、私の修士課程の指導教官だっ

たウィリアム・B・グディカンスト（William B. Gudykunst）もハウエルの指導を受けて学位を得た一人で

す。そのため、その指導を受けて最終的に学位を得た私は第 3 世代に当たり、先生が異文化間コミュニケ

ーション学者であり、自身も異文化間コミュニケーション学で学位を得た最初の世代となりました。そし

て、現在私は博士後期課程の学生の指導をしていますので、第 4 世代の研究者を育てていることになりま

す。 

巻 頭 言 
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 先ほど、図らずも異文化間コミュニケーション学を「比較的若い学問領域」と表現しましたが、そう考え

てみると異文化間コミュニケーション学は既にけっこうな年月を有していることになります。にもかかわ

らず、そこまで一般の人に対する認知が進んでいないのは、我々の側にも問題があったのだと思います。 

 2025 年 6 月末のデータによると、日本に在留する外国人の数は 395 万 6,619 人で、総人口に占める割

合は 3.21％となり、過去最高となりました（出入国在留管理庁, 2025）。同様に、2025 年の訪日外国人旅

行者の数も、4,268 万 3,600 人で、過去最高となりました（日本政府観光局, 2026）。それに伴って、外

国人との間のさまざまな問題も顕在化してきています。しかし、そのような外国人との共生の問題を考え

る際に、異文化間コミュニケーション学に基づく議論といったものをほとんど聞くことがないのは寂しい

ことです。学術的な研究をおこなっていくことはもちろん大切なことですが、その研究成果を一般の人に

対して伝えていくことも大切だと思います。加えて、現実の社会問題の解決にその研究の成果を応用して

いくことはもっと大切なのかもしれません。私自身の研究者としての時間もそれほど⾧くないので、今後

はそのようなことに少しでも時間を使っていきたいと考えています。 

 

追記 

 2022 年から 2 期 4 年にわたって会⾧職を務めさせていただき本当に有難うございました。その間、多

くの会員の皆さまに支えられ、特に理事の方々にはそれぞれの役割の中で仕事をサポートしていただいた

ことを感謝いたします。 

 

出 入 国 在 留 管 理 庁 （ 2025 ） 『 【 令 和 7 年 6 月 末 】 公 開 資 料 』

https://www.moj.go.jp/isa/content/001447921.pdf 

日本政府観光局（2026）『訪日外客統計 2025 年 12 月推計値（2026 年 1 月 21 日発表）』

https://www.jnto.go.jp/statistics/data/_files/20260218_1615-1.pdf 
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川野 優希（立教大学） 

「Yuki、お前から見たルワンダ人はどんな感じだ？」と小声で尋ねて

きたのは、三度の飯よりバナナビールが大好きな近所のおじさんです。

それは、毎週火曜日の夕方に開かれる村集会で「ヤギが賢すぎて柵を飛

び越えてしまう問題」について話し合っている最中でした。当時、私は

JICA 海外協力隊としてルワンダに赴任して僅か 2 週間。もはや、本当

にそう尋ねられていたのかも怪しいところですが、「みんなフレンドリ

ーで優しい！」と、どこのどんな相手にも通用しそうな回答をしたことを覚えています。私のたどたどし

いルワンダ語が伝わったのか未だ定かではありませんが、満足そうな笑顔でバナナビールをぐいっと飲み

ながら、「柵を高くしよう！」とおじさんは叫びました。 

 それから３年、断水の続く乾季のストレスには、バナナの葉っぱが風に揺れて重なり合う音で心を癒し、

ダニが大量発生する雨季のストレスには、ダニごと洗い流す自然のシャワーで心身を整えました。時に厳

しい環境の中で、それでも穏やかに経過する時間とともに、私にとっての「ルワンダ人」は多様な顔をもつ

ようになっていきました。絶対に自分から話しかけてこないのにこちらを凝視し続ける同僚、飼っている

鶏の卵の大きさで毎朝競い合う隣人たち、普段は寡黙なのに芋の煮込み方トークの時だけ止まらなくなる

店員。ひとりひとりとじっくり接する中で、「ルワンダ人」という大きな傘で覆われていたひとまとまりの

イメージが、内側から少しずつ揺さぶられていきました。迎えたルワンダ滞在最終日、すっかり自分から話

しかけてくるようになった同僚に「ルワンダ（人）はどうだった？」と尋ねられ、「ま、ひとことでは言い

表せないよね」なんて少しだけ上手になったルワンダ語で伝えた時の彼女の不思議（というより不満）そう

な顔が今でも鮮明に記憶に残っています。 

一体全体何の話をしているのだろうかと自分でもよくわからなくなってきましたが、「私にとってコミ

ュニケーション学」とは、このプロセスに似ているように思えるのです。ふり返ってみると、大学院に進

学する以前の私は「コミュニケーション」についても、「学」についてもじっくり考えたことがなかった

ように思います。そんな私ですが、立教大学異文化コミュニケーション研究科にて、指導教員の師岡淳也

先生、副指導教員の石黒武人先生とのご縁に恵まれ、コミュニケーション教育に焦点をあてた研究をスタ

ートさせました。その後、アメリカでコミュニケーション学の学位を取得した錚々たる先生方へのインタ

私にとってコミュニケーション学とは 



Japan Communication Association                               Newsletter 142 (May, 2026) 

 4

ビュー調査を実施する機会を得られたことで、「コミュニケーション（学）」に対する認識が大きく揺ら

ぎ、その土台を再構築し始めるに至りました。 

 あれから５年、度重なる腰痛は強めのサロンパスで乗り切り、研究活動の合間には JCA に所属する若手

研究者との他愛のない対話で心を癒してきました。気づいたときには、「共同研究しよう！」が口癖とな

り、もはや昼夜問わず出没する共同研究モンスターと化した私は、心底優しい若手研究者のみなさんと切

磋琢磨しながら、また、九州支部を中心としていつも全力で支援してくださる先生方に甘えながら、日々、

研究活動を楽しむことができています。その過程の中で、時には文献を通して、そして多くは対話の中か

ら、私が認識するコミュニケーション学の顔がひとつ、またひとつと増えていくのです。つまるところ、

「私にとってコミュニケーション学」とは、JCA という場を通して出会うコミュニケーション学をしてい

る「人」によって形作られていったり、揺らいでいったりしているように思えるのです。 

 その後、あの村の柵は高くなり、ヤギは柵を飛び越えられなくなりましたが、私はこれからも多様な方々

と出会い、対話を積み重ねながら、コミュニケーション学の枠を少しずつ広げたり、深めたり、（時には飛

び越えてみたり！）していきたいと思っています。 
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ジャーナルに関するお知らせ 

『日本コミュニケーション研究』(Japanese Journal of Communication Studies)第54巻第2号が、2026年1

月に発行されました。今回は研究論文とともに、第54回年次大会の基調講演とシンポジウムの論考、大会関連

報告が掲載されています。また、第55巻第1号への投稿は、昨年9月末に締め切られ9本の投稿、第2号は本年3月
末に締め切りとなり5本の投稿がありました。 

 現在は、第56巻第1号（2027年7月末発行予定）への投稿論文を募集中です。締め切りは9月末日ですので、

是非皆さまの研究成果を論文としてご投稿ください。 

ご投稿の際には、ホームページにある最新の「研究論文集投稿規程」「学会誌執筆要項」をご参照いただき、

投稿資格や研究倫理、書式等をご確認のうえ、ご投稿いただけますようお願い申し上げます。ご提出は、ワード

等で作成された（１）「論文」、（２）「シノプシス」、（３）「著者情報およびファイル作成に使用した機種
等の情報」の3つのファイルをメールに添付し、下記のジャーナル専用メールアドレスに送付をお願いいたしま

す。 

 

To: journal（＠を入れる）jca1971.com 

 

 上述したメール投稿で受領の返信がない等の不具合、また、ジャーナル投稿に関するその他のお問い合わせに
つきましても、ジャーナル専用アドレスまでご連絡ください。可能な限り迅速に対応いたします。皆さまのご投

稿を心よりお待ち申し上げております。 

 

  

学術局からのお知らせ 
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2025年度ジャーナル『日本コミュニケーション研究』掲載論考 

 

『日本コミュニケーション研究』第54巻第2号（2026年1月発行）  

 

  基調講演 

  山名 淳：ヒロシマを表現する ―表象のコミュニケーションとしての想起文化と記憶継承― 

 

  シンポジウム 

   山名 淳・池田 理知子・小西 卓三・谷島 貫太：忘却に抗うコミュニケーション 

   池田 理知子：戦争の記憶を継承するために ―帰還特攻兵の収容施設「振武寮」から考える― 

   小西 卓三：忘れないでいることについて語るときに、忘れないでおきたいこと 

   谷島 貫太：死者の世界に投錨する名 ―固有名「ヒロシマ」と原爆ドームの指標性― 

 

  大会関連報告 

   久島 玲：忘却に抗う鍵としての身近な想起文化  

―表象不可能性と語りの複数性を織り込んだコミュニケーション― 

  研究論文 

   山口 生史：リーダー―メンバー間関係とコミュニケーションの離職意図抑制メカニズム  

―LMX、相互作用的公正、アップワードコミュニケーションを予測要因とするモデルの分析― 

   河村 まい香：「対話の5つの理想条件」の整理 ―ブーバーとロジャーズの理論に基づく対話の定義再考― 

   小川 凛：悪への共感 ―映画『ジョーカー』のファンタジー・テーマ分析— 
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学会賞の選考結果について 

 

 2024年度および2025年度の学会賞の選考結果について、あわせてご報告いたします。なお、2024年度の学会

賞につきましては、2025年度第54回年次大会の総会の場で授与式が行われました。ニュースレターでのご報告

が遅れましたことをお詫び申し上げます。 

 

2024年度学会賞 

 2025年4月26日に学会賞の選考委員会を開催し、2024年度の学会賞について「書籍の部」「論文の部」の2部
門につき、選考を行いました。このうち「書籍の部」には2点の応募があり、それぞれにつき専門性が合致する審

査員2名に審査報告をお願いいたしました。その報告にもとづき、選考委員会として推薦対象となる書籍1点を選

定いたしました。 

「論文の部」につきましては、2024年度発行の『日本コミュニケーション研究』第53巻第1号および第2号に掲

載された全4本のなかから選考委員会での審査の結果、受賞候補として奨励賞1本を推薦することになりました。 

 以上の「書籍の部」「論文の部」の推薦結果は、2025年5月2日～5日の理事会のメール審議において、承認さ
れました。塙先生、申先生、潮村先生、おめでとうございます！ 選考委員会は、以下のように論文を評価いたし

ました。 

 

日本コミュニケーション学会 学会賞（書籍の部） 

 

塙 幸枝 『スクリーンのなかの障害――わかりあうことが隠すもの』フィルムアート社，2024年 

 

 本書は、映画における障害表象をコミュニケーション研究の視点から多角的に分析する、極めて先駆的かつ独

創的な学術的成果である。本書の最大の特⾧は、従来の映画研究や障害研究において十分に精査されてこなかっ
た両領域を架橋し、障害を「コミュニケーションの問題として描かれる障害」「視覚的・聴覚的に再現される障

害」「身体的に演じられる障害」という三つの視点から、重層的に論じている点にあると審査員からも評価され

ている。こうした枠組みに基づく一貫した議論展開により、単なる作品解釈に留まらず、障害をめぐる社会的・
制度的文脈までもが明示されている。本書はすでに朝日新聞、日本経済新聞、週刊読書人、図書新聞、週刊金曜

日などで書評が掲載されていることからも、学術的価値に加え社会的波及力のある書籍であることがうかがえる。

文章も明晰で、専門外の読者にも理解可能な表現が心がけられており、今後のコミュニケーション研究に多くの
示唆を与えるであろう。以上の点から総合的に判断し、学会賞にふさわしい成果であるといえる。 
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日本コミュニケーション学会 学会賞（論文の部） 

 

奨励賞 

申 知元・潮村 公弘：「仮想接触法が国イメージ・国民イメージの 態度変容に及ぼす因果関係の検討—日本人と
韓国人の相互的データを用いて—」 

 

 本論文は、仮想接触のシナリオを用いて、日本人から韓国および韓国人への、また韓国人から日本および日本
人へのイメージがどのように変化するかを検討したものである。日本人432名、韓国人439名という十分なデー

タを両国の調査協力者から収集した本研究は、非常に意欲的な試みといえる。査読者からは、年齢等も考慮した

多様なデータ収集とともに、調査の準備や実施についての堅実さ、さらに精緻な分析についても評価されている。
結果として、肯定的な仮想接触によって、相手国および相手国の人々に対するイメージが改善される可能性が示

された。日本と韓国の関係は、論文内でも言及されているように依然として歴史的・政治的・経済的課題が存在

するが、本研究は、こうした実践可能なコミュニケーション活動の導入により、両国の平和的な関係構築が可能
であることを示唆する質の高い論文であり、奨励賞にふさわしいと評価できる。 

 

2025年度学会賞 

 2026年2月24日に学会賞の選考委員会を開催し、2025年度の学会賞について選考いたしました。2025年度に

つきましては、書籍の部への応募がなかったため、論文の部のみの審査となりました。対象論文は、2025年度に

発行の『日本コミュニケーション研究』第54巻第1号および第2号に掲載された全5本であり、審査の結果、受賞
候補として奨励賞1本を推薦することになりました。この推薦結果は、3月5日に行われた理事会において、審議の

結果承認されました。郭さん、おめでとうございます！ 選考委員会は、以下のように論文を評価いたしました。 

 

日本コミュニケーション学会 学会賞（論文の部） 

 

奨励賞 

郭 仁敬：「若者の友人関係におけるコンフリクト行動―シンボリック相互作用論を理論的視座に置いて―」 

 

 本論文は、エスノグラフィーの手法である、参与観察と深層インタビューを用いて、大学生のコンフリクトへ
の意味付け、その意味づけに伴うコンフリクト対応への認識を、丁寧に検討したものである。理論構成は明確か

つ無駄のない内容になっており、背景知識のない読者でも理解できる。シンボリック相互作用論の援用は、本論

文の理論的枠組みとして十分に機能しており、研究方法の説明においても、なぜその手法や調査対象者が適切な
のか、理由付けが十分にされている。また、深い考察に裏付けされた分析結果において、日本の若者が先輩・後

輩という立場の違いに応じてコンフリクトの意味付けを変え、それに応じて自身の行動を調整するといった、海

外のコミュニケーション研究者から見ても興味深い内容を読み取ることが出来る。非主張的自己表現が特徴的な
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日本人のコンフリクトスタイルを、Dual Concern Modelの理論的限界を指摘する形で再検討しており、本論文

の理論的貢献は大きいと考えられる。以上を総合的に判断し、本論文は奨励賞にふさわしいと評価できる。 

 

 なお、2025年度の学会賞の授与式は、2026年度の総会の場で行います。受賞者には第55回年次大会にて簡単

に「受賞のあいさつ」をお願い申し上げます。 

 

 今後も充実した『日本コミュニケーション研究』の発行に努めてまいりますので、皆さまからのご投稿、ご協

力をお願い申し上げます。 

 

（副学術局⾧：ジャーナル担当 内藤 伊都子） 



Japan Communication Association                               Newsletter 142 (May, 2026) 

 10

 
第55回年次大会 大会準備報告 

 
第55回年次大会は、2026年6月6日（土）・7日（日）の2日間、二松学舎大学九段キャンパス（東京都千代田区）

を会場として開催されます。大会実行委員⾧をおつとめになる谷島貫太先生をはじめ、関係する皆様のご尽力に
よって着々と準備が進んでおります。この場をお借りして心より感謝申し上げます。会員の皆様におかれまして

も、ぜひ奮ってご参加ください。 

 本大会のテーマは「東アジアからのコミュニケーション研究：西洋パラダイムの多元化に向けて」です。現代
のコミュニケーション研究が依拠してきた西洋的パラダイムを問い直し、多様な文化的視座からコミュニケーシ

ョン研究を刷新することを目指します。 

 基調講演では、中国思想と西洋哲学を架橋する研究で知られる中島隆博先生（東京大学東洋文化研究所 教授・
所⾧）をお迎えします。つづくシンポジウムでは、伊藤萌紅先生（立教大学／レトリック・メディア・ジェンダ

ー）、谷島貫太先生（二松学舎大学／技術哲学）がシンポジストとして加わり、師岡淳也先生（立教大学／コミ

ュニケーション学）の司会のもと、中島先生の問題提起を受けながら多様な専門領域を交差させた議論を深めま
す。西洋中心のコミュニケーション観を根底から問い直し、研究領域を新たな方向へと開いていく場となること

が期待されます。 

 学術局企画セッション「文化心理学と東アジアからのコミュニケーション研究」では、石井敬子先生（東京大
学）に文化心理学・文化神経科学の知見をふまえた講演をいただき、楊駿驍先生（二松学舎大学）が文化研究・

メディア文化研究の立場からコメントを行います。文化心理学と東アジア文化研究の対話の可能性を、会場全体

で探ってまいります。 

 開催校企画としては、町泉寿郎先生（二松学舎大学）を講師、伊豆原潤星先生（二松学舎大学）を聞き手に迎

えた「筆談ワークショップ：東アジアの近代における漢字文化圏のコミュニケーション（仮）」も予定されてい

ます。 

 東アジアという視座から西洋中心のコミュニケーション研究を問い直す本大会に、ぜひ多くの皆さまのご参加

を賜りたく存じます。 

（学術局⾧ 松本 健太郎） 
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事務局からのご報告とお願い 

1. 2026 年度年会費の請求について  

2026 年度の年会費の請求書は 7 月発送予定のジャーナルに同封し発送する予定です。なお、学

生会員・準会員の会員の方は、7 月末までに申請してください。 

 

2. 会費滞納による除名とジャーナル受け取りの権利について  

過去 3 年間の会費がすべて未納の場合には、会則第 13 条および内規 6 に従い、特別な理由がな

い限り除名となります。また会則内規 5 に従い、前年度の会費が未納の場合にはジャーナルをお

送りすることができませんのでご了承ください。  

 

3. 会費納入状況の確認について  

会費の納入状況が不明の場合には事務局までお問い合わせください。学会窓口のメールアドレス

は、jca1971 [＠を入れる] ca1971.com です。納入状況をご確認の上、下記の郵便振替口座にお

振込みいただくこともできます。なお、振込手数料は各自のご負担にてお願いいたします。  

郵便振替口座番号 00160-2-603688  

口座名義         日本コミュニケーション学会  

（銀行口座からお振込の場合）  

ゆうちょ銀行（9900）  

当座 0603688 〇一九（ゼロイチキュウ）店（019）  

ニホンコミュニケーションガッカイ  

※海外在住などで振込が困難な方はクレジットカードでの会費支払いにも対応いたします。詳し

くは学会窓口までお問い合わせください。  

 

  

事務局報告 
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4. 学生会員・準会員登録申請について  

学生会員（大学院生対象）、準会員（学部生対象）として登録するには、登録申請が毎年必要で

す。既会員の申請期限は 7 月末日です。登録用のフォームにて申請して下さい。 

https://forms.gle/pR6SqYYBLCcVWqQY6 

 
 

5. シニア会員登録申請について 

2026 年 4 月 1 日時点で 65 歳になられる会員は、自動的にシニア会員に切り替えさせていただき

ます（年会費 5,000 円）。生年月日未登録の方で 65 歳以上の方は、以下のフォームにて申請い

ただくか、学会窓口までご連絡ください。 

https://forms.gle/Qdnd6AdH1j52gHmj9 

 
 

6. 住所等変更届のお願い  

住所や所属が変更になった場合はフォームにて申請して下さい。 

https://forms.gle/ySCfHPQMoFLzxwvb7 
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7. 複数支部選択方法 

会則第 14 条で、「原則的にその居住区に基づいていずれかの支部に所属する」とありますが、

居住地や勤務地に関わらず、希望する支部に最大 2 つまで所属することができます。それぞれ

の支部活動の内容などを参考に、所属を希望する支部を選択いただき、活発な学会活動にご協力

いただけますと幸いです。現在の支部に追加して、他の支部への所属を希望される場合は以下の

フォームよりご連絡ください。 

https://forms.gle/yxEzi8FUrCAEDVmp8 

 
 

8. ジャーナルバックナンバー、記念図書の購入申込みと閲覧・複写について  

科学技術情報発信・流通総合システム J-STAGE にて、これまで発行されたジャーナルバックナ

ンバーなど学会発刊物の電子版をご利用ください。オンライン化されていない論文の複写を希望

される場合は、学会窓口にお問い合わせください。  

 

9. 理事会の開催 

去る 2026 年 3 月 5 日（木）に、JCA2025 年度第 3 回理事会が開催されました。議事録は

ML で会員向けに後ほどお伝えいたします。 

 

10. 新規会員の手続き  

JCA では新しい会員を随時受け付けています。下記のような流れで、新規会員の手続きを行い

ます。ご不明な点がありましたら、学会窓口までご連絡ください。皆様のご協力をお願い申し上

げます。 

https://forms.gle/JgSQHhxQnBHZkRSw8 
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【会員申込から会員登録完了までの流れ】 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

学会窓口 連絡先 
〒545-0021 大阪市阿倍野区阪南町 1 丁目 50 番 3 号 CR-ASSIST 内 
日本コミュニケーション学会 
メールアドレス：jca1971[＠を入れる]jca1971.com 
電話番号：06-6624-1127   FAX：06-6624-0027 
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１．新刊情報提供のお願い  

 

広報局としては、会員の皆様の新刊情報を学会公式 X[旧 Twitter](@jca_1971)および ML で発信・配信していき
たいと考えております。自薦、他薦を問わず、新刊のご著書に関する情報をお寄せいただきたく、お願い申し上
げます。ぜひ、ご検討ください。 

※学会ホームページに記載されている「基本方針」に合致しないものに関しては、学会公式 X 等での発信をお断
りする場合がございます。ご了承下さい。  

 

http://jca1971.com/keynote 

 

２．広報局からのお知らせ  

➀ 広報局では ML をもちいて、学会 HP における掲載情報を中心に会員の皆様あての情報配信をおこなって
おります。それらが届いているかをご確認いただいたうえで、もし不達の場合には、JCA ニュースレター
今号 ?? ページのご案内をご参照いただき、マイページへの登録手続き／メールアドレスの更新をお願い
いたします。  

 

➁ 広報局では各支部や各研究会の情報、他学会や教員公募などの情報も、ホームページにアップロードして
いきたいと考えております。ぜひ、情報をお寄せください。 アップロードする文面については、タイトル
を含めて完全原稿をご準備ください。 

 

➂ 皆様からも、国内だけでなく、海外の学会を含めて関連する講演会や研究会があれば情報として広報局ま
でご一報下さい。ホームページにアップロードしたいと思います。アップロードする文面については、タ
イトルを含めて完全原稿をご準備ください。 

 

➃ ホームページ（http://jca1971.com/）は、適宜更新しております。ご意見やご質問を頂ければ幸甚です。 

 

➄ JCA 公式 X[旧 Twitter](@jca_1971)も適宜更新しております。是非フォローをお願いいたします。 
 

（広報局⾧ 小西 卓三） 

 

 

 

 

 

 
  

広報局便り 
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日本コミュニケーション学会では、ニュースレターへの会員の皆様のご寄稿を募集しております。 

以下の要領で奮ってご寄稿ください。宛先：田島慎朗 (tajima-n[＠を入れる]kansai-u.ac.jp) 

 

➀ 著書紹介 

会員の皆様の著書を紹介するコーナーです。自薦、他薦を問わず、会員の皆様の著書をご紹介ください。 

和文・英文で１枚程度（A4）の原稿を受け付けております。 

➁ コラム：コミュニケーション教育 

コミュニケーション教育に関する実践報告、事例紹介、展望、論考、その他のエッセイを受け付けていま
す。 

和文・英文で１枚程度（A4）の原稿を受け付けております。 

➂ NL 表紙の写真  

ニュースレターの表紙を飾る写真を募集しております。本学会の NL 表紙に相応しい写真がございまし
たら是非お寄せください。（写真は、会員の皆様ご自身でお撮りになったもの、または版権をお持ちの
写真に限ります。また、写真内容が法令に触れないようご配慮ください。） 

 

  

JCA ニュースレターへのご寄稿のお願い 
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（支部⾧ 佐々木 智之） 

2026 年度の主だった活動は以下のとおりです。 

 

１．支部内ニュースレターの発行（5 月） 

 現在執筆中です。編集を行い、5 月にメール送
信を予定しています。このニュースレターで、北
海道支部の 2026 年度活動方針、2027 年 3 月に
開催される３学会合同研究会の構想、役員からの
メッセージ発信を行います。 

 

２．役員会  

 5 月末までに役員会を開催する予定です。オン
ラインの可能性もあります。 

 

３．支部研究大会・総会（9 月） 

 日時、会場棟などは役員会で決定しますが例年
9 月です。昨年度（2025 年度）の研究大会で
は、学生スタッフを本来の大会運営業務だけに関
わらせるのではなく、研究発表や講演の時間には
聴衆として巻き込み、参加者として扱いました。
今年度も同様の扱いを考えています。 

 

４．3 学会合同研究会（3 月） 

 他学会の事務局と連絡調整を行い日時、会場を
決定します。26 年度は JCA 北海道支部が運営の
中心となりますので、JCA の特色を出せるように
準備していきます。 

 

 
 

（支部⾧ 宮曽根 美香） 

2025 年度東北支部定例研究会を、2026 年 2 月
27 日(金)にオンライン(Zoom)で開催しました。

大会委員⾧は副支部⾧の小林葉子先生(岩手大学教
授)で、参加者は 8 名でした。 

 プログラムの第一部は「海外研修引率を通して
触れる異文化理解」というテーマで、會澤まりえ
先生(尚絅学院大学名誉教授)が 2025 年夏のカナ
ダ研修引率補助および過去の引率経験を踏まえ
て、話題提供をしてくださいました。続いて、全
員が参加してラウンドテーブルディスカッション
を行いました。その際、(1)引率中に目にした学生
のコミュニケーションや行動パターンの変化、(2)

海外研修引率で注意すべき点、(3)今後の海外研修
における異文化理解の方向性や可能性について、
と観点ごとに話をしていきました。近年の学生さ
んの海外研修への参加の仕方の変化や、引率が求
められているサポートについても理解が深まりま
した。 

 第二部は研究発表で、「大学生のデジタルウェ
ルビーイングについての一考察」というテーマで
梅内 蒼太さん(大学生、準会員)と宮曽根(東北工
業大学)が発表をしました。大学生が置かれたデジ
タル環境でのインターネットリテラシーとデジタ
ルウェルビーイングとの関係等について、学生ア
ンケートと専門家へのインタビューを踏まえた調
査結果および考察を述べました。第一部も第二部
も若い世代の日本人が対象となっており、デジタ
ル環境への依存度が高いことが、それぞれ海外研
修への参加の仕方や、彼らのウェルビーイングと
の関連に影響を及ぼすことがわかりました。これ
までにない新しい視点での知見があり、意義深い
ものとなりました。 

 最後に支部会を開催し、2025 年度の活動報
告・2026 年度の活動予定(人事も含む)を支部⾧の
宮曽根から、2025 年度の決算報告、2026 年度の
予算について会計の五十嵐紀子先生(新潟医療福祉
大学教授)から報告がありました。 

 

 

支部ニュース 
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（支部⾧ 田島 慎朗） 

関東支部では、主だった活動ができておらず、大
変申し訳ございません。6 月に行われる年次大会
の運営と、年次大会中に予定されている支部の会
合の時間に、今年度の予定を会員の皆様とお話で
きればと思っております。年次大会にぜひお越し
いただければと思います。 

 また、関東支部はメーリングリストを復活させ
て、そこで支部活動のアイディアを随時募集して
おります。メーリングリストに加入されておられ
ない方は caj.kanto[＠を入れる]gmail.com、なら
びに tajima-n[＠を入れる]kansai-u.ac.jp までご
一報をよろしくお願いいたします。 

 

（支部⾧ 佐藤 良子） 

 

中部支部の 2026 年度の活動についてご報告いた
します。 

 3 月に中部支部ニュースレター14・15・16 合併
号を発行いたしました。2023～2025 年に開催さ
れた中部支部大会や支部研究会の活動報告、参加
者からの所感など盛り沢山な内容となっておりま
す。本中部支部ホームページ
（https://chubu.jca1971.com/pdf_2026_nl_14_15

_16.pdf）に掲載されておりますので、ぜひご一読
ください。 

また、4 月 1 日より中部支部の運営委員会が新
たに発足いたしました。今年度も支部大会や支部
研究会など活動を予定しております。詳細が決ま
りましたら、中部支部ホームページでお知らせい
たしますのでぜひご参加ください。 

最後に、本支部⾧を 3 月末に退任されました毛
利雅子先生(名古屋市立大学)から退任のご挨拶で
す。 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

名古屋市立大学の毛利雅子です。これまで 2 期 4

年、中部支部の支部⾧として皆さまには大変お世
話になりました。今後は一会員として、支部活動
に参加したいと考えております。これまで本当に
ありがとうございました。 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

 

 

（支部⾧ 日高 勝之） 

関西支部では、3 月 28 日（土曜日）に 2025 年
度関西支部春季研究会を開催しました。春季研究
会は、「学術座談会『関西支部メンバーは今、何
を研究しようとしているか？』」と題して、関西
支部のメンバーが現在どのような研究に取り組ん
でいるか、また取り込もうとしているかを、自由
に語り合ってもらう試みを行い、延べ 9 名の会
員・非会員の皆様にご参加いただきました。会場
には、初めて参加した非会員や学生もいて大いに
盛り上がり、その後の懇親会も含めて大変実り多
い大会となりました。 

========== 

【2025 年度関西支部春季研究会 】 

【日時】 3 月 28 日（土曜日）15:00～17:00 

【場所】 関西大学梅田キャンパス 702 教室 

========== 

【プログラム】 

学術座談会『関西支部メンバーは今、何を 

         研究しようとしているか？』 

【学術座談会登壇者】 

司会・登壇 日高勝之（立命館大学） 

登壇 

小山哲春（大阪教育大学） 

森口稔（京都外国語大学） 

野島晃子（平安女学院大学） 

松島綾（立命館大学） 

田島慎朗（関西大学） 

宮脇かおり（桃山学院大学） 
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【学術座談会テーマ】関西支部メンバーは今、何
を研究しようとしているか？ 

========== 

 学会における研究発表や講演は、完成した研究
成果を共有することを主たる目的としてきました
が、一方で、各研究者が現在どのような問題意識
を抱き、何と向き合い、どのような問いを立てつ
つ次の研究を構想しているのかを率直に語り合う
機会は、必ずしも多くありません。新しい研究が
なぜ、どのように構想され、問いとして立ち上が
っていくのかという思考の過程は、通常の研究発
表では見えにくいものです。 

 今回の関西支部春季研究会では、こうした問題
意識のもと、通常の研究発表とは異なる「学術座
談会」という形式を採用します。登壇者は、コミ
ュニケーション学に関連して、いま自らが何を問
題化し、どのような問いを引き受けようとしてい
るのかを短く提示し、それを起点に相互に議論を
深めました。当日は、各登壇者の研究状況や現在
の関心事を互いに共有する貴重な機会となりまし
た。また、大学院生、学部生も参加したので、関
連の研究動向を知ると共に、研究テーマの立て方
や問題意識、方法論の鍛え方などに触れる機会に
もなったと思います。 

 総じて、新年度を前にした春の時期にふさわし
い、前向きで活発な知的交流の場になりました。
今後もテーマを変えながら、学術座談会形式の場
で、研究交流の機会を持てればと思っておりま
す。 

 

 

（支部⾧ 清宮 徹） 

新年度になりましたが、今年度も九州支部の活動
にご理解とご協力、お願い申し上げます。 

 九州支部の運営委員に変更はなく、昨年と同様
のメンバーで運営いたします。以下をご参照くだ
さい。 

 

支部⾧  清宮徹 (西南学院大学)  

副支部⾧  野中アンディ  

(コミュニケーションスキル協会)  

事務局⾧  吉村美路 (愛知東邦大学) 

副事務局⾧ 平野順也 (熊本大学)  

運営委員  

研究紀要担当 吉武正樹(福岡教育大学) 

研究紀要副担  友池梨紗(愛知淑徳大学) 

NL 担当  黒瀬菜 (々西日本短期大学) 

HP 担当 上土井宏太 (熊本大学) 

 

 今年度も、このメンバーで積極的な支部活動を
推進したいと思っています。 

 支部大会は、今年も晩秋に予定しています。若
手研究者に発表の機会を提供し、地域特性を生か
しながら、ともに学びあう大会を目指していきま
す。現在のところ今年の支部大会は、大分県での
開催を予定しています。例年通り、オンラインに
よる参加も併せて検討しています。日程など、開
催の要綱が定まり次第、JCA の会員の皆様にもご
案内申し上げます。 

 昨年度開催したサマーワークショップはとても
好評でしたので、今年度も引き続き 9 月上旬開催
の予定で準備いたします。教える側と教わる側の
垣根を乗り越え、ともに学びあうワークショップ
を目指します。昨年度は質的研究の方法に焦点を
当てましたが、今年度は、ティーチングの方法に
ついて学びたいと思います。みなさんが得意とす
る教え方やシラバスを共有し、コミュニケーショ
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ン学が楽しい学びの場であることを推進したいと
思います。 

 もう一つの大きな柱である支部紀要『九州コミ
ュニケーション研究』は、昨年 23 号が発行され
ました。基調講演の伊藤奈賀子先生による「大学
教育でいかに学生と、そして、生成 AI と向き合う
か」が収められ、また特別セッションの「コミュ
ニケーション学は持続可能か」というテーマにお
ける九州支部⾧経験者 3 人の講演が掲載されてい
ます。さらに 3 つの研究論文を掲載し、コミュニ
ケーション研究を深めておりますので、ぜひご参
照ください。そして 現在は、24 号の研究論文を
募集しているところです。皆様の日ごろの研究成
果を、ぜひこのジャ ーナルにご投稿いただきたい
と思っています。 

 また、 支部のニューズレターは、昨年度、44

号(2025 年 9 月)と 45 号(2026 年 3 月)が発行さ
れました。最新の 45 号は、那覇で開催された支

部大会やスタディーツアーについて、また 9 月に
開催されたサマーワークショップについて、参加
された会員の方から投稿いただいています。ぜひ
とも、ご一読ください。今年度も 2 回の発行を予
定しています。これを通じて、支部会員の皆様の
交流をより活発に推進していきたいと思っていま
す。 

 これらの活動は、九州支部のホームページから
ご参照ください
（https://kyushu.jca1971.com/）。今年度の支部
活動も、引き続きよろしくお願い致します。 

 

連絡先 

〒545-0021 大阪市阿倍野区阪南町 

1-50-3（CR-ASSIST 内）  

日本コミュニケーション学会事務局 

06-6624-0027  jca1971@jca1971.com 

 

 
 

 

以前より JCA のニュースレターに慣れ親しんでいただいている方々のなかには、「会⾧や理事
の巻頭言が減った」と思われている方もいらっしゃるかもしれません。しかし、これは以前より
広報局で考えていたことです。広報局では、会⾧や理事といった役職についているか否かを問わ
ず、コミュニケーション研究にご経験があり、会員の皆様方の興味・関心にお答えできそうな
方々を優先候補にお声がけするということで、ちょっとした方向転換を行いました。（理事職の
方々はそれはそれでお忙しい、という内部事情もあったりしますが）そのなかには、大学を離れ
るお年を迎えた方もいらっしゃったため「これはぜひご意見を」ということで余計に優先度をあ
げたところもあります。会員の皆様のご期待に添えていれば幸いです。 

 しかしながら、5 月発行の今号に限っては、会⾧の守﨑先生が任期を満了されるタイミングと
重なり、会⾧から一言賜りました。（そして、次回は次期会⾧にぜひ、と思っております！）研
究分野の社会的なインパクトを考える論考をいただき、私も研究に携わる者のはしくれとして、
がんばらなければいけないなと決意をあらたにいたしました。また、「私にとって～」をお書き
いただいた川野さんのような活発な方が盛り上げていっていただければ、この分野の将来も明る
いかもしれない、とも思います。今回も、このお二方をはじめとして、原稿をお書きいただいた
すべての方々に御礼申し上げます。 

広報局 ニュースレター担当 田島 慎朗 

 

編集後記 


